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11月28日（木）、12月５日（木）の２回にわ
たって、中間報告会を開催しました。11月28日は
東紀州実習の成果報告会でした。２週間東紀州地域
の各校で実習させていただいた中で、自らの学修
テーマとの関連や、地域ならではの特色ある取り組
みから学んだことを15人の院生が発表しました。
複式学級でのきめ細かい指導、地域と一体となった
運動会の様子、地震や津波に備えた防災学習など、
これまでの教職経験や実習経験との違いから得られ
た知見や地域のあたたかさに触れた経験などが語ら
れました。また、12月５日の連携校実習成果報告
会では、津市内の各校で実習させていただいた、学
校経営力開発コース（現職教員）の発表がありまし
た。自身の勤務している学校との共通点や相違点を
明らかにしつつ、今日的な学校の課題を捉え、学修
テーマを深めようとする内容となりました。
教育委員会や学校のあたたかいご支援をいただい

たことに深く感謝して報告会はしめくくられました。

私は「つまずき」を学修テーマにしていたため、実習校ではつまずきの扱いに長けているベテランの先生
に付き、多くのことを学ばせていただきました。

実習では、授業観察や私自身の授業実践、放課後の授業検討を通して、指導の先生から授業でのつま
ずきの捉え方・扱い方についていろいろ教えていただきました。

また、「子どもの言葉を繋げる」授業の在り方についても学びました。この在り方は、指導の先生が大切
にしている考えであり、私自身の授業の展開においても、「子どもが言ったことをもとに授業を組み立てて
いこう」と大きな意識の変化を与えました。
連携校実習での経験は、私が教師として活躍する上で、非常に大きな財産となりました。

渡辺 瑛大（教育実践力開発コース２期生）

連携校実習では理科の授業参観だけではなく、私の学修テーマをもとに考えた授業実践を行う機会をい
ただきました。その際に授業の良い点・悪い点を助言してくださったり、過去の経験談を踏まえてお話をして
くださったりするなど大変勉強になりました。また、朝の会や帰りの会、授業補助、新聞作りや体育祭の旗
作りなどの放課後の活動、部活動など幅広い教育活動に参加することができ、一年次に行った三重大学
附属校実習とは異なった学びができました。私を快く迎えていただいた実習先の教職員の方々や温かく接
してくれた生徒たちに心から感謝します。ありがとうございました。

長谷川雄也（教育実践力開発コース２期生）
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私は、津市内の中学校に実習に行きました。教育実習以来の実習で、とても貴重な経験をさせていただ
きました。実習での取り組みは、主に、英語の授業実践、小学校の外国語活動のＴ２としての実践でした。
実習で学んだことは、「授業者自身の軸を持つこと。」、「自ら考え、行動できる自律した学習者を育てるこ
と。」、「生徒がこの授業を学びたいと思えるような『めあて』を設定することが大事であること。」、「口頭導
入に力を入れ、子どもたちにその物語の背景や文化を学ばせること。」などです。現場に戻った際には、こ
れらのことを意識し、授業づくりに努めていきたいと思います。

濵口 美佐（学校経営力開発コース３期生）

教職大学院教育実践力開発コースの入学試験を実施します。教師をめざすみなさん、ともに学びましょう。

出願期間 令和2年（2020年）1月10日（金）～16日（木）

募集人数 若干名

試験日 令和2年（2020年）2月14日（金）

合格発表 令和2年（2020年）2月20日（木）
＊ 学校経営力開発コースの募集はありません。

公立幼稚園が同じ建物に入っている小学校で実習をさせていただきました。研修テーマは、保・幼―小－
中の連携です。

この小学校では、外国にルーツのある子が多く、文化の違いを意識した配慮や指導などを見せていただ
きました。今後、県内の他の地域にもこのような配慮が必要となると感じています。また、子どもたちの実
態に応じて、個別指導ができる教室もあり、小学校から中学校へのなめらかな移行と繋がっています。

幼稚園では、保育に参加させていただき、観察や聞き取りだけでは得ることのできない支援の仕方や子
どもへの見立てなどを具体的に感じることができました。
来年度は、連携校実習で学んだことを実践で役立て、研究を深めていきたいと考えています。

川上美由紀（学校経営力開発コース３期生）

外国にルーツを持つ児童が多く在籍する学校で、効果的な指導のあり方や学校のシステムづくりについ
て考えました。国際理解教育の一環として私自身のブラジル滞在経験を話したり、彼らの母語を用いて教
科指導の実践をしたりするチャンスをいただき、とても楽しく有意義な２週間を過ごすことができました。学
校が豊かさと力を持ち、多様性が本当の意味で社会に価値づけられていくためには、日本語指導が必要
な子どもが系統的に学び続け意欲を失わないようにするシステムを整えるとともに、周囲の子どもたちや
全職員が違いを認め合うことのできる学校づくりというゴールに向かい、その担い手としての意識を持つこ
とが必要だと改めて感じました。

藤川 純子（学校経営力開発コース３期生）


